
6月定例会  9人の議員が一般質問

老朽化が著しい五郷内第一市営住宅

市道Ⅱ ‒ 53号線
（沢地先）
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質問事項
◆香取おみがわ医療センター常勤医師の増員対策
◆消防署小見川分署及び山田分遣所の建て替え
◆小見川地区五郷内第1市営住宅の解体
◆山田地区橘ふれあい公園桜の里の整備

質問事項
◆コロナ拡大防止の規制に伴う経済活動の低迷、
市の税収減における地域の維持管理
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